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実施内容
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1. 学生番号を元に名寄せを行い，
連結可能匿名化を施した

統合データベースを構築した

2. データベースAPIの
整備と認証方式などの
学内セキュリティの確立

Manaba に関しては
データ出力の機能がないため

改修待ち状態

Token認証方式の WebAPI を構築
学内認証基盤との接続



• データ分析事例
• 前期試験合格者と後期試験合格者の量子力学得点分布

SELECT t_credits.anon_id, m_subjects.subject_name, t_credits.score, t_students.exam_code, t_students.affl_code
FROM t_credits INNER JOIN t_students ON t_credits.anon_id = t_students.anon_id
LEFT OUTER JOIN m_subjects USING(subject_code) 
WHERE subject_name LIKE '量子力学' AND exam_code = '02' AND left(t_students.affl_code,4) = '0463'

前期 後期

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
後期試験合格者の方が成績が良い？ Subject_score2.py



まとめと今後の予定
• 学内データベースを名寄せして匿名化した統合データベースを
作成

• 学内認証基盤と接続し，トークン認証を用いた WebAPI を通し
て自由にデータベースにアクセスできる環境を構築

• 今後は，分析ツールの作成や，データの保守管理手法の検討
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